
2025 年度 事業報告書   

2025 年 4 月 1 日から 2026 年 3 月 31 日まで     NPO かけはし 

 

 1． 今年度の活動について 2025 年度は、4 事業を展開した。 かけはしこども食堂・わ

くわく体験コーナーには年間 900 人を超える方が参加し（ボ ランティアも含む）、地域の

多世代が集う居場所作りに寄与することができた。あいち 子ども食堂ネットワークの幹

事、西区子ども食堂ネットワークメンバーとして子ども食 堂の市町村域、県域ネットワー

クの活動にも貢献した。 講師派遣事業では昨年に引き続き瀬戸市子ども若者センターか

らの依頼でスマホ 依存防止講演を瀬戸市内の保育園。幼稚園、中学校等で実施すること

ができた。更 に HP からの講演依頼も増えスマホ依存防止に取り組みに寄与することがで

きた。ま た 11 月には『第 2 回笑顔のかけはしフェスタ』を主催。多くの来場者に来ても

らうことが できた。 

 

 ２．事業報告  

（1） HOC 支援事業 

 ＨＯＣ支援事業では、1 年を通してホームページ、イベント、SNS 等を通じてＨＯＣの 

活動や日本人マザー岩田亮子さんの活動について広報を行った。第 2 回笑顔のかけ はし

フェスタでは交流コーナーを設置。HOC 及び岩田亮子さんへの活動費として寄付 金を贈

呈した。  

（2） こども食堂・わくわく体験コーナー事業  

 

地域で多世代が集うみんなの居場所を継続して開催することができた。わくわく体 験コー

ナーでは、昨年同様毎月子ども達や地域の方々にリアルな体験や季節ごとの イベントを

実施。多くの方々にご協力頂いた。 2025 年度は計 12 回を開催。延べ 959 人（ボランテ

ィアを含む）が参加した。名古屋 市立山田高校や名城大学付属高等学校など中高生を中

心に学生の居場所や活躍 の場としての役割も果たした。 

  



●1 階食堂ではカレーを楽しんでもらう温かい食事の場の提供をし、その他地域の B 型 就

労支援施設とコラボし甘味販売（こどもはみたらし 1 本無料）、 小学生〜大学生のボラン

ティアスタッフも活躍している。 わくわく体験コーナーでは、昨年同様毎月子ども達や地

域の方々にリアルな体験 や季節ごとのイベントを実施。多くの方々にご協力頂いた。 

●2 階わくわく体験コーナーでは上記記載通り、年 12 回すべて違う体験ができる様に、 

多くの学生を中心に、発表会や体験会などを行いました。こども達は勿論、地域の 方々

も毎回楽しみに来て頂けるワクワク体験コーナーとなってきました。 （3） 講師派遣事業 

冒頭の記載通りスマホ依存防止講演の依頼数がかけはしの HP からの依頼も 増え、幼稚園

〜高校等教育機関、行政機関その他市民講座等にも活動を広げること ができた。（講演実

績は HP 参照） 名古屋市立山田高等学校の探究活動（医療ゼミ）について、かけはしこど

も食堂の 場などを実地調査場所として提供し社会人アドバイザーとして支援した。 その

他企業向けの講演会（株式会社ノダキ）も今年度開催出来ました。  

（4） ユニバーサルスポーツ事業  

●名古屋 ボッチャ体験を子ども食堂（ワクワク体験コーナー）にて毎回開催。 その他、

笑顔のかけはしマルシェ（約２００名来場）や、KKR ホテルバイキングでの体 験会など

も依頼を頂き開催（３年連続） 

●横浜 モルック等のイベントに加え横浜ラポール（障害者スポーツセンター）の定期プロ

グラ ムに入り昨年度より活動日数及び参加者数が大きく増えた。 活動日数：118 日 参加

者数：6485 人 


